
















 

はじめに 

 心身障害児の発生を予防するためには周生期の適正な医療が重要であり,す

ぐれた施設において集中強化医療を主体とした新生児医療を行なえば死亡率も

後障害の発生率もともに低下させ得ることは昭和 50 年度研究報告書 1)2)に記

したように明らかである。現在のわが国の新生児医療の課題は,わが国全体につ

いて,地域的にいかなる方法で新生児医療のシステム化をはかり,実現させるこ

とである。 


